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現代昭和15年12月１日
市制施行

昭和30年４月１日
第１次編入合併

昭和30年４月１日
第２次編入合併

昭和31年9月30日
第3次編入合併

昭和31年9月30日
第4次編入合併

日 
本 
海

安宅

牧
板津

小松
白江

国府村（国造地区）

苗代御幸

月津村月津村月津村

矢田野村矢田野村矢田野村

那谷村

粟
津

江
沼
郡（
現
加
賀
市
）

能
美
郡（
現
能
美
市
）

大
杉
村

西
尾
村

新
丸
村

金野村金野村金野村
中海村

注　江沼郡の３村と中海村は編入を同時とするが、
　　動機経緯に特徴があるため別に扱った。

平
成
二
十
一
年（
二
〇
〇
九
）内
で
平
成
の

大
合
併
は
終
了
し
た
。
自
治
体
数
は
全
国
で

三
二
三
二
か
ら
一
七
六
〇
に
、
石
川
県
は
四

二
か
ら
一
九
に
ま
と
ま
る
。
現
在
の
小
松
市

域
は
、
戦
後
の
昭
和
の
大
合
併
・
編
入
に
よ

っ
て
成
る
。

第
一
期
の
小

松
市
域
は
近

代
の
部
参
照
。

第
二
期
は
、

戦
後
江
沼

郡
・
能
美
郡

内
の
九
か
村

よ
り
の
合
併

に
よ
っ
て
成

る
が
、
編
入

合
併
に
は
四

次
に
わ
た
る

う

よ

紆
余
曲
折
が
あ
り
、
地
域
住
民
の
思
惑
・
感

情
も
含
ま
れ
、
長
い
歴
史
を
経
て
、
未
来
志

向
の
上
で
の
合
併
結
果
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
八
年（
一
九
五
三
）九
月
制
定
の

「
町
村
合
併
促
進
法
」
に
よ
り
、
県
指
導
型

で
試
案
が
提
示
さ
れ
た
。
昭
和
三
十
年
四
月
、

ブ
ロ
ッ
ク
毎
の
研
究
協
議
の
結
果
、
矢
田

野
村
、
那
谷
村
・
月
津
村
（
字
柴
山
は
片

山
津
町
へ
）
が
、
第
一
次
編
入
で
小
松
市

編
入
が
実
現
す
る
。
こ
の
時
、
那
谷
村
滝

ヶ
原
の
住
民
希
望
と
の
ず
れ
が
あ
り
、
山

代
ブ
ロ
ッ
ク
と
の
関
わ
り
が
あ
っ
て
、
住

民
投
票
に
ま
で
発
展
し
た
。
同
二
十
九
年

四
月
、
能
美
郡
中
海
村
が
国
府
村
と
の
二

村
合
併
案
か
ら
外
れ
、
能
南
村
合
併
促
進

会
（
能
美
郡
南
部
地
区
の
中
海
・
金
野
・
西

尾
・
大
杉
谷
・
新
丸
村
の
五
か
村
）
の
成
果

も
生
か
さ
れ
ず
、更
に
、中
海
村
は
国
府
・

金
野
両
村
と
の
合
併
案
に
も
賛
同
し
な
か
っ

た
。
こ
の
後
、
中
海
村
が
単
独
で
小
松
市
へ

の
編
入
を
決
定
す
る
（
第
二
次
編
入
）。
同
三

十
年
三
月
、
能
美
郡
自
治
館
で
町
村
長
会
議

を
持
ち
、
第
二
次
編
入
後
の
善
後
策
を
検
討

し
た
。
能
美
郡
南
部
（
新
丸
・
西
尾
・
大
杉

昭
和
の
大
合
併（
編
入
）石川県町村合併総合基本計画（第2次試案 昭和29年度試案）

合 併
面積（平方粁）

45.19

63.66

233.36

65.29

『石川県町村合併誌』下巻より抜粋（現小松市に関する地域を中心に）

人口（人）

17,919

14,957

15,038

12,782

現 在
面積（平方粁）
25.69
5.40
5.21
8.89

12.92
11.86
7.80
22.63
8.45

83.75
46.35
63.87
12.58
26.81

35.04
30.25

人口（人）
10,404
2,651
2,122
2,742

6,918
1,418
1,866
1,699
3,056

938
5,180
3,498
2,033
3,389

6,779
6,003

町村名

（江沼）片 山 津 町
（ 〃 ）動 橋 町
（ 〃 ）分 校 村
（ 〃 ）月 津 村
2町2村

（江沼）山 代 町
（ 〃 ）東 谷 口 村
（ 〃 ）勅 使 村
（ 〃 ）那 谷 村
（ 〃 ）矢 田 野 村
1町4村

（能美）新 丸 町
（ 〃 ）西 尾 村
（ 〃 ）大 杉 谷 村
（ 〃 ）金 野 村
（ 〃 ）中 海 村
5村

（能美）国 府 村
（ 〃 ）山 上 村
2村

合併
単位

3

5

6

7

3

四次にわたる合併・編入地図（版図の広がり）
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谷
・
金
野
の
各
村
）
と
同
郡
北
部
（
国
府
・
山

上
・
川
北
・
久
常
・
粟
生
・
吉
田
の
各
村
及
び

寺
井
野
町
・
根
上
町
）
を
一
か
町
と
す
る
大

同
合
併
を
模
索
し
た
。
一
方
、
五
か
村
合
併

の
線
で
協
議
し
て
き
た
中
で
、
中
海
村
の
小

松
市
編
入
が
能
美
郡
を
南
北
に
分
断
す
る
こ

と
に
な
り
、
山
間
里
山
の
四
か
村
は
同
一
歩

調
の
申
し
合
せ
を
行
う
。
方
向
性
は
一
致
し

た
が
、
役
場
位
置
等
で
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
。

同
三
十
一
年
九
月
十
一
日
新
丸
村
合
併
促
進

協
議
会
が
小
松
市
編
入
を
打
ち
出
す
と
、
同

月
十
五
日
金
野
村
が
、十
七
日
に
は
、新
丸
・

金
野
・
西
尾
の
三
村
議
会
が
小
松
市
編
入
を

宣
言
し
た
。
遅
れ
て
大
杉
谷
村
も
県
の
勧
告

を
受
け
て
、
四
村
同
時
編
入
を
決
定
し
た（
第

三
次
編
入
）。
一
方
、
能
美
郡
国
府
村
は
、

当
初
石
川
県
案
の
中
海
村
と
の
合
併
計
画
に

沿
う
方
向
で
あ
っ
た
。
中
海
村
が
能
南
村
合

併
促
進
研
究
会
の
五
か
村
合
併
組
織
に
入
っ

た
た
め
、
同
二
十
九
年
十
月
、
国
府
村
は
北

部
ブ
ロ
ッ
ク
合
併
促
進
協
議
会
に
参
加
、
北

部
八
か
村
案
を
検
討
し
た
。
し
か
し
、
中
海

村
の
小
松
市
編
入
は
、
国
府
村
南
部
住
民
に

衝
撃
を
与
え
た
。
こ
の
た
め
県
試
案
の
山
上

村
と
の
合
併
に
反
対
、
小
松
市
編
入
を
最
良

と
声
明
を
出
す
。
更
に
、
里
川
・
古
河
地
区

の
署
名
運
動
も
あ
り
、
村
議
会
が
紛
糾
す
る
。

こ
く
ぞ
う

古
河
・
里
川
地
区
は
小
松
市
へ
、
国
造
地
区

は
新
辰
口
町
へ
と
分
村
合
併
と
な
る
。
時
に

同
三
十
一
年
九
月
二
十
八
日
の
こ
と
で
あ
る

（
第
四
次
編
入
）。
か
く
し
て
、
新
市
は
、
面

積
三
七
七
平
方
�
�
、
人
口
八
万
八
七
三
七

人
と
な
り
、
人
口
・
面
積
と
も
県
下
二
番
目

の
自
治
体
と
な
っ
た
。

平
成
の
合
併
時
に
は
、
小
松
市
に
つ
い
て

は
変
動
な
か
っ
た
。

（
山
前
圭
佑
）

3

昭和30年ごろの空から見た小松市の官庁街。中央白い建物が市庁
舎（『小松の軌跡』より）

小松市への編入を祝って金野小学校グラウンドに人文字を描く（金
野小学校提供）

現在の小松市役所（昭和63年庁舎落成、1月より業務開始。平成22
年9月撮影）
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